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研究成果の概要（和文）：性同一性障害では，心の性と身体の性が一致せず，子どもの頃から性

別違和感を持ち，不登校，自殺念慮，自殺未遂などを経験する率も高い． 
  本研究では，各地の当時者の在学する学校，教育委員会，ジェンダークリニックを受診する

性同一性障害当事者等への調査により，小学校，中学校，高等学校，大学での対応状況，問題

点を明らかにし，対応マニュアルである『学校の中の「性別違和感』を持つ子ども：性同一性

障害の生徒に向き合う』を作成，配布した． 
 
研究成果の概要（英文）：Emotional and behavioral difficulties are often associated with 
children or adolescents with Gender identity disorder (GID).  In the present study, we 
studied on problems of adolescents with GID in school by interviewing and questionnaire 
surveys of children with gender dysphoria and their parents, school teachers, and people 
with GID visiting gender clinic in Okayama University Hospital.  Our results revealed 
that adolescents with GID refused to attend school (29.5%), contemplated suicide (58.0%), 
or attempted suicide (30.0%).  Psychiatric disorders complicated with GID were observed 
in 16.9% of all subjects.  We also published and distributed a text and a leaflet on support 
to children and adolescents with gender dysphoria. 
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研究分野：生殖医学，生命倫理 
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１．研究開始当初の背景 
 性 同 一 性 障 害 (Gender Identity 

Disorder:GID)とは，「心の性（性自認）と

身体の性が一致しない状態」であり，子ども

の頃から性別違和感を持ち，不登校，自殺念

慮，自殺未遂などを経験する率も高い． 

 私達は 1998 年より岡山大学病院ジェンダ

ークリニックで性同一性障害の治療を行っ

ているが，近年，未成年の性同一性障害当事

者の受診が増加している．性同一性障害当事

者 661 名に対する私達の調査では，約 8 割

が小学生までに性別違和感を自覚し，受診時

には，約 7 割が自殺念慮を持ち，約 2 割が

自傷・自殺未遂の既往を持っていた（中塚幹

也ら：性同一性障害と思春期，産婦治療 99：

589-593，2009）． 

 当事者が性同一性障害について知りたか

った年齢は平均 12 歳であるが，約 9 割の当

事者は，子どもの頃には「隠そうとした．」

「迷ったが言えなかった」としており，その



うち約 6 割はそのことを後悔していた（中塚 

幹也：新連載「性同一性障害の生徒の問題に

向き合う」，中学保健ニュース，2009 年 10

～11 月，少年写真新聞社，東京）．「性別

違和感のある子ども」を，学校で早期に支援

できれば，不登校，自殺，二次的な精神疾患

などの発生を抑制できる可能性がある． 

 小・中学校教員に行った調査では，約 4 名

に 1 名の教員が，性別違和感を持つ子どもと

「学校の中で接したことがある」，約 9 名に

1 名が「自身で担任した」としていたが，対

応できたとの回答は低率であり（菊池由加子，

中塚幹也ら：小・中学校の教員における性同

一性障害に関する認識と対応，日本性科学会

雑誌 28：57-63，2010），私達は，高校生用

の副読本の中で性同一性障害を取り上げる

などの活動を行っている（中塚幹也：多様な

性をめぐって：性別はどうやって決まるので

しょうか？人権教育指導資料 VI，2009，岡山

県教育庁人権・同和教育課，岡山）． 
 
２．研究の目的 
 「性別違和感を持つ子ども」への対応は手

探りであるが行われてきている．それらの例

を調査，解析し，教員や保護者のためのパン

フレット作成，教員が気づき対応するための

チェックリストなどを作成し，学校における

「性別違和感のある子ども」への支援法を確

立する． 

 
３．研究の方法 
(1)性別違和感のある子ども」への学校の対

応を調査・解析し事例集作成． 

①全国の教育委員会に対して，「性別違和感

のある子ども」の把握の有無や対応に関する

調査を行う．また，その中から了承の得られ

た学校へ出向き，調査を行う． 

②全国のジェンダークリニックに対して，

「性別違和感のある子ども」への学校への支

援とその経過を調査する． 

③岡山大学ジェンダークリニックを受診し

た性同一性障害当事者の子どもの頃の学校

の対応を調査する． 

④自験例も含めて，事例の経過を解析し，そ

の事例集を作成する． 

(2) 子どもを観察するためのチェックリス

ト作成． 

①英語版の『親へ聞く「子どもの性自認に関

する質問紙」: GIQC（Parent-report Gender 

Identity Questionnaire for Children）』

を日本語に翻訳する． 

②診療録の記載や，性同一性障害の当事者，

親，ジェンダークリニック担当医へのインタ

ビューから，日本独特の文化やジェンダー観

などを考慮し項目を抽出する． 

③各項目の類似性，関連性を考慮して質問項

目を選定し質問紙を試作する． 

④収集したデータを解析し，日本版「子ども

の性自認に関する質問紙」を完成し，チェッ

クリストとしての妥当性を検証する． 

(3)教員用，保護者用パンフレット作成． 

①「性別違和感のある子ども」への学校の対

応事例, 子どもを観察するためのチェック

リスト，また，私達の調査データ，性同一性

障害当事者の意見などを検討し，教員用，保

護者用パンフレットを作成する． 

②教員や保護者に読んでもらい，理解度を確

認する． 

 

４．研究成果 

 性別違和感のある子どもへの対応事例の

収集を行い，事例集を作成，また，専門家と

の討論のうえ，学校の中で困難を感じている

「性別違和感を持つ子ども」を早期に発見す

るためのチェックリストを作成した．チェッ

クリストが万能ではないことを理解しても

らうために，性同一性障害ではない子どもを

対照としてそれを示す比率を示した．  

 学校の教員への調査からは，各種の対応が

行われていた．小・中・高校の教員に対して

行った調査で，学校で対応の可能性を調査し

た．対応が可能との回答を示す．希望する性

の話し方で話す」「着替えをする部屋を考慮

する」「水泳の授業を休む」などは，小・中・

高校ともに対応可能と回答する率は比較的

高かったが，服装に関してみてみると，中学

校以上では対応が困難と考えている教員が

多いことがわかる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 進学先の学校への対応の依頼はデータ上

では高率であったが，大学の保健管理センタ

ーなどの教職員へ調査では，必ずしも連絡を

受けている率は高くなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 進学先の学校への対応の依頼（小中高校への調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，岡山大学ジェンダークリニックを受

診した性同一性障害当事者において調査し

た，学校を卒業して初めて就労したときの性

別についての調査では，心の性での就労率は

低率であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私達は，このようなデータを教員などの研

修会などで講演することで啓発するととも

に，論文化してパンフレットや教材などを完

成し，GID（性同一性障害）学会，日本精神

神経学会などの協力のもと啓発を行った． 

 これらの結果をもとに，医学雑誌，教育関

連の広報紙，新聞各紙に研究内容を公表した．

また，教育関係者に必要な情報として，各種

のデータをまとめ，典型的な事例，作成した

日本独特の子どもを観察するためのチェッ

ク項目のリスト，「性別違和感」を持つ子ど

もに対する学校での対応例などを記載した

対応マニュアルである『学校の中の「性別違

和感』を持つ子ども：性同一性障害の生徒に

向き合う』，および，そのダイジェスト版の

リーフレットを作成し，全国の教育関連者へ

の配布を開始した． 

 本研究の成果である，性同一性障害の子ど

もへの対応マニュアルやパンフレットなど

が有効活用されれば，学校で「GID の子ども

自身への支援」，「在校生全体が多様な性への

理解を深めるための教育」，「保護者への GID 

に関する情報提供」が可能になり，いじめを

受けにくくする，性別違和感のある子どもが，

友達，担任教員，保護者などに相談しやすい

環境を整える，不登校，引きこもり，自殺未

遂，うつなどを予防する，さらに将来的には，

社会の性同一性障害に対する偏見や差別を

徐々に変えていくことに役立つと考える． 
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